
7 年 4 月 1 日

8 時 30 分から 17 時 15 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケー
ション

人間関係
社会性

主な行事等 意見交換会/保護者会/研修会など

家族支援

・発達に心配や不安のあるお子さんと保護者の方からの子育てや療育に関する相談をお受けします。
・様々な活動を通して、ご家族と一緒にお子さんの育つ力を最大限に引き出します。
・ご家族同士の交流の場の一つとして、子育てに自信や楽しみが持てる空間を作ります。
・学校や事業所の訪問の実施、関係機関との連携会議、支援会議など実施し、情報共有していきます。

移行支援

・個別支援会議など必要な関係者会議を開催します。
・各所で行われる会議にスタッフが参加します。
・学校や事業所から療育に関する相談、訪問を随時お受けします。
・随時、見学を受け入れています。

地域支援・地域連携

・スタッフがご家庭等へ訪問し、生活に関する相談をお受けします。
・来園による相談をお受けします。
・学校等が主体的に支援を実践できるように、スタッフが訪問するなどし、支援について一緒に考えま
す。 必要に応じてフォローアップを実施します。

職員の質の向上

・事業所内研修、外部研修への参加
・関係機関への見学
・各療育施設との合同研修参加

本
人
支
援

・健康状態及び成長をチェックし、健康で安全な生活を送ることができるよう支援します。
・子どもの特性や発達に配慮しながら、健康状態の維持・改善に必要な生活リズムを身につけられるように、支援します。
・子ども一人ひとりが持つ機能の発達に働きかけ、身体的、精神的、社会的支援を行います。
・睡眠、食事、更衣、排せつ、整容、準備や片付け等基本的生活習慣や身辺自立に関する発達支援を行います。

・いろいろな姿勢や動きを経験し動きやすい体づくりを行い、姿勢や動きのバリエーションを拡げます。また、支援方法や働きかけるタイミングなどを保護者や関わる大人で共有します。
・子ども一人ひとりに応じた姿勢の取りやすく、目的の動作が行いやすくなるよう補助具・補助手段が活用できるように支援します。
・子ども一人ひとりの特性や発達段階に応じて、他の感覚や機器による代替え（カード、スイッチ、ICTなど）の支援や活動をとおして感覚特性を踏まえた支援（視覚、聴覚、触覚、嗅覚、固有感
覚、前庭感覚などに働きかけや環境調整など）を行い、日常生活、遊びの拡がりや困難さを軽減するよう支援します。

・さまざまな活動をとおして「やりたい」「できた」につながるよう、一人ひとりの興味関心に絡めながら働きかけ、子どもの姿や支援方法について保護者や関わる大人で共有します。
・子ども一人ひとりに適した「わかる（見通しも含む）」手がかりを工夫（見本、実物、身振り、繰り返し行う、事前に伝える、音やことばの工夫など）し支援します。
・子ども一人ひとりの特性に配慮し、時間や空間を構造化します。

・子どもの「伝えたい」につながるように一人ひとりの興味関心をもとに遊びや活動をとおして働きかけ、表現が増えるよう支援します。
・言語だけでのコミュニケーションだけでなく、表情や体の動き、各種の機器や道具（スイッチ、ICT、カード）などで要求や気持ちが「伝わった」の気持ちにつながる支援を行います。

・安心して活動に参加できるように保護者を介し、興味関心をもとにした活動をとおして「たのしい」「できた」を促し、関わる人を広げていきます。
・身体を使った活動、玩具、ICTを活用した活動をとおして周囲の人を意識できるよう支援します。その対応や支援方法は保護者や関係者と共有していきます。
・集団参加するための手順やルールは子ども一人ひとりに適した手がかりを工夫し支援し、その対応や支援方法については保護者・関わる大人で共有していきます。

支援方針

・私たちは、自己研鑽に励み、自らの専門性を高め、利用者中心の質の高い医療・福祉サービスを提供していきます。
・私たちは、職員のチーム力を最大限に発揮し、ご家族の子育てを支援していきます。
・私たちは、子育てを支援されている関係者の方々と、誠実な協力関係を築いていきます。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

支援プログラム（放課後等デイサービス） （別添資料１）

事業所名 鳥取県立中部療育園 作成日

法人（事業所）理念

・子どもの育ちを大切にします　発達の遅れや障がいがあっても、子どもの「そだち」は無限の可能性があります。
・ご家族の子育てを支援します　保育、医療スタッフがご家族と一緒に、子育てや療育を考えます。
・地域の中での育ちを応援します　地域の保育所や学校などと協働して、お子さんとご家族の地域生活を考えます。


